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日本ユニシスグループ　ステークホルダーとともに�

■お客さま満足向上への取り組み�

お客さま満足度調査を継続的に実施し、サービスの改善に活かしています。�

■日本ユニシスグループの目線から�

お客さま満足の向上に向けた当社グループ社員の思いや具体的活動について、事例を紹介します。�

■ユニシス研究会�

当社グループのお客さまに参加いただいている「ユニシス研究会」では、経営やITをテーマとしたさまざまな研究活動を実施して

います。�

■タウンミーティング�

お客さまとのコミュニケーション向上を目的としたイベントとして、2005年度から「タウンミーティング」を開催しています。�

■コミュニケーションツール�

ホームページや機関誌を中心に、当社グループについての各種情報を発信しています。�

→17-23p

お客さまとともに�
ITを通じてお客さまの事業活動に貢献していくことで、�
ITパートナーとしてお客さまから信頼される企業をめざします。�

■ユニシス・コーポレーションとの関係について�

ユニシス・コーポレーションが当社の株式を売却し、主要な株主構成が変わりました。�

■商標使用料等に関する契約改定について�

ユニシス・コーポレーションに対する技術情報・技術援助の提供および商標使用権の

設定に関する契約の内容改訂を行いました。�

■社会的責任投資株価指数の構成銘柄に採用。�

日本ユニシスは「モーニングスター社会的責任投資株価指数」の構成銘柄に採用され

ました。�

■コミュニケーションツール�

株主・投資家のみなさまに対し、さまざまな情報発信に努めています。�

株主・投資家のみなさまとともに�
株主・投資家のみなさまから信頼されるため、�
企業情報を適時・適切に開示し、透明な経営をめざしています。�

日本ユニシスグループの事業活動は、お客さま、株主・投資家のみなさま、社員とその家族、地域・社会、地球環境な

ど、さまざまなステークホルダーによって支えられています。日本ユニシスグループは、それらすべてのステークホル

ダーに対する責任を果たし、そして信頼される企業であり続けたいと考えています。�
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して

。�

■ダイバーシティ（多様性）への取り組み�

多様な個性を持った社員が、それぞれの能力を十分に発揮できる職場環境を提供する

ために、ダイバーシティ推進に取り組んでいます。�

■モチベーション向上に向けて�

お客さまに満足していただくためには社員のモチベーションが重要であるとの立場か

ら、関連するさまざまな施策を実施しています。�

■人材育成�

高い品質の商品やサービスを提供するためには、社員の技術力を高めることが重要と

なります。当社グループの人材育成のための取り組みを紹介しています。�

■社内コミュニケーションツール�

グループとしての総合力を高めるために、さまざまな方法で社内コミュニケーション

を図っています。�

社員・家族とともに�
社員の個性を尊重し、�
活力のある職場環境の実現に努めています。�

た。�

権の

され
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ます。�

■社員のボランティア活動支援�

当社グループ社員によるボランティア活動や活動支援のための制度について紹介し

ています。�

■地域貢献とスポーツ振興�

地域のみなさまから信頼される企業でありたいとの思いから、多くの活動を行いました。�

■教育分野での協力�

高校生向けの将来体験学習プログラムの提供など、当社グループの人材育成のノウ

ハウを提供しています。�

地域・社会とともに�
良き企業市民として社会貢献、文化・芸術・スポーツ活動の
支援を積極的に行っています。�

■日本ユニシスグループと環境との関わり�

当社グループの事業活動で使用するさまざまな資源とその使用量を紹介

しています。�

■事業活動にともなう環境への負荷�

当社グループの事業活動によって環境に与える負荷データを紹介しています。�

■使用済み情報処理機器の回収・再資源化への取り組み�

使用済み情報処理機器は、資源の有効活用の観点から積極的に再資源化

を推進しています。�

■環境コミュニケーション�

Webサイトを利用した環境

に関連する情報発信や全

社員に対するeラーニング

による啓発活動を実施し

ています。�

地球環境のために�

境な

ホル
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